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目的 

１８１７年、ドイツの発明家ザウアーブロン男爵カール・フリードリヒ・クリスティアーン・ルー

ドヴィヒ・フォン・ドライス(Friedrich Christian Ludwig Freiherr Drais von Sauerbronn 

1785/4/29-1851/10/10)の手によりドライジーネ(Draisine)は誕生した。これが現在の自転車の祖先で

ある。環境エネルギー問題が叫ばれる昨今、有毒物質を排出しない、維持費が割安、整備が容易、メ

タボリック・シンドローム(内臓脂肪型肥満に高血糖・高血圧・高脂血症のうち 2つ以上を合併した状

態。詳細は「metabolic syndrome」の項を参照。) 予防・解消をはじめとする健康増進効果が期待で

きる等、自動車と比較して環境への負荷の少ない移動手段として自転車は見直されている。また、乗

り手自身の人力を主たる動力源とする一般的な自転車が 1kg の物体(車体を含む)を 1km 移動させるの

に必要なカロリーは、おおよそ自動車の 1/6、ジャンボジェット機の 1/4 程度しか必要ないとの試算

もある。人類が生んだ偉大な発明、自転車。誕生から約 200 年、発展途上国を含め世界中(山岳地帯は

除く)に普及した自転車。前述の理由により、今後も私たちの重要な移動手段であり続けるであろう自

転車。みんな大好き、自転車。No 自転車、No Life... 

しかしながら、兵庫県姫路市の 18 歳を対象にした 2011 年の調査によれば、5 分以上自転車に乗っ

たことが無い等、市内の若者達には自転車離れの傾向が見受けられたという(詳細は「井口まこ」の項

を参照。)。こうした実態を知った私たち「神戸遠足倶楽部くるり」水無月遠足担当一同は、自転車の

利便性及び環境性能を広く一般に知らせ、かつ、世界屈指の自転車普及率を誇りながら自動車交通中

心の交通政策が貫かれてきた日本において安全に走行するための知識と実践の場を提供することによ

り、自転車に対するより一層の理解、若年層における自転車の普及、自転車乗用中の交通事故防止を

目的とした運転技術の向上、ひいては、環境エネルギー問題の解決に向けて微力ながら貢献すべく、

このたびの淡路島遠足を企画するに至った次第である。 

 

 2011 年 6月 18日 

水無月遠足担当 青木亮/井口まこ/小野寺浩文/田宮寛人/古川紘太朗  

 



スケジュール 

7:20 JR 三ノ宮駅中央口 集合 

7:34 JR 三ノ宮駅 発 

     JR 東海道本線・山陽本線 快速 

7:57 JR 明石駅 着 

   自転車 

9:00 明石港 発 

淡路ジェノバライン 

9:15 岩屋港 着 

 

  サイクリング!!!(昼食は班ごと) 

 

18:10 岩屋港 集合 

18:40 岩屋港 発 

   淡路ジェノバライン 

18:55 明石港 着 

19:10 JR 明石駅 着 

   夕食(班ごと) 

20:30 JR 明石駅改札前 集合、解散 



 

 



諸注意 

・自転車に乗っての移動となります。公道で広がって走らないように注意して

ください。歩道の無い道では車に十分注意してください。 

・フェリーの出発時刻に遅れると大変なことになります。時間厳守でお願いし

ます。 

・少し外れる程度なら構いませんが、大幅に指定コースから外れないようにし

てください。 

・何か問題が発生した場合は、速やかに遠足係まで申し出てください。 

・体調管理には十分気を付けてください。少し寒くなることが予想されます。

今さら言われても、ってね。 

・言うまでもなく自転車は借りものです。あまりやんちゃしすぎないように。 

 

 

 

 

 

 

 

 



おすすめスポット紹介 

・夢舞台…広い敷地内にたくさんの花壇がある。また大きな植物園もあり、き

れいな光景を見ることができたり、自然に触れたりすることができ

る。 

※植物園の入館料 600 円 

 

・たこせんべいの里…販売コーナーでは 40 種類以上のせんべいが売られてい

る。工場見学もでき、休憩コーナーでは無料でコーヒー

を飲むこともできる。 

 

・震災記念公園…地震で現れた国指定天然記念物・野島断層をありのままに保

存・展示し、いろいろな角度から断層を分かりやすく解説。 

※入館料 700 円 

 

・伊弉諾神宮…国生み神話の伝承を残す、イザナキ、イザナミの二神を祀る由

緒ある神社。日本書紀によると国生みを終えたイザナギ尊が余

生を過ごした幽宮の跡とされる。境内の一角にある樹齢約 900

年の夫婦大楠は県の天然記念物に指定され、夫婦和合、子孫繁

栄の信仰を集める。 


